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１．研究計画の概要 
（１）分類標目の「和古書所蔵目録」への適

用実験 

 国文学研究資料館所蔵の和古書約１万２
千点の各書目について「日本古典籍分類
表」の分類語の適用を試みながら、旧来
の分類に修正を加える。 

（２）和刻本の調査と「和刻本分類表」の考
案 
和刻本について調査を行い、新たに「（仮）
和刻本分類表」を考案し、館蔵和刻本への
分類語の適用を試みる。 

（３）書籍以前の資料の整理と分類 

 書籍以前の資料として、北野克コレクショ
ンの軸物類約３００点を対象に調査を進
め、整理、分類を行う。 

（４）検索結果の分析と情報提供のシステム
構築 
「日本古典籍分類表」および「日本古典籍
総合目録」ＤＢの分類に基づく和古書デー
タベースの検索結果を分析し、レコード分
布を情報提供するシステムを構築する。 

（５）研究会の実施 

各担当者の経過報告を含めた研究会を年
４回ほど実施する。 

（６）海外の研究組織への研究参加、また所
蔵機関の資料調査 
ＥＡＪＲＳ年次会に参加し、情報を発信す
る。また海外の日本古典籍所蔵機関の資料
調査を実施する。 

 
２．研究の進捗状況 
（１）和古書１万２千点についての「日本古
典籍分類表」による分類標目の付与について
は、小説類を除いてほぼ終了している。これ

によって、和古書１万点について、エクセル
を用いて分類ごとに表示することが可能に
なった。 
（２）また「日本古典籍分類表」と「日本古
典籍総合目録（国書総目録）」による分類の
対照実験も実施した。その結果、シソーラス
の体系によって裏打ちされた「日本古典籍分
類表」の分類項目による検索の実効性に見通
しが付けられた。 
（３）和刻本については、最終年度さらに調
査、研究を進め、和刻漢籍あるいは準漢籍と
される分野の書籍について、四庫分類に替わ
る独自の分類表を、「日本古典籍分類表」に
即して作成する予定である。 
（４）書籍以前の資料についても、最終年度
に分類と整理を完了させる。これについては、
国文学研究資料館所蔵の北野克旧蔵の軸類
を中心とする書画関係コレクションを対象
に取り上げ、未公開資料の公開促進という付
加価値も視野に入れて調査を進めている。 
（５）研究会で、日本古典籍総合目録（ＤＢ）
と「日本古典籍分類表」による分類との共存
の可能性について、具体的な議論が活発にな
され、その筋道が付けられた。 
（６）従来、分類上の定見がないに等しい、
絵本の分野について、国内より海外により多
く質の高い日本絵本資料が集められている
という事情を踏まえ、海外所蔵機関の絵本資
料調査研究を進めた。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 
（理由）本研究の核を成す、和古書１万２

千点に対する「日本古典籍分類表」による分
類標記の付与がほぼ終了し、また、その分類
の実効性について見通しが立ったため。 



 
４．今後の研究の推進方策 
（１）和古書１万２千点に対する「日本古典
籍分類表」による分類標目付与の結果につい
て、館内外でアンケートを実施し、その適正
と効用の観点から評価を受け、必要に応じて
修正を図る。 
（２）ＥＡＪＲＳの年次会その他、海外の発
表機会を利用して、「日本古典籍分類表」や
それによる分類結果について報告し、評価を
受ける。 
（３）実用化を図り、従来の分類と「日本古
典籍分類表」による分類を対照できるシステ
ムを稼働させる。 
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